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はじめに 

本ガイドは、製品管理サイトの利用方法について説明します。 

製品管理サイトでは、製品ごとの「管理設定」および、製品全体に利用する「共通設定」の

設定を行います。 

 

※本ガイド中の画面は作成時点のものです。 
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1. 機能紹介 

製品管理サイトでは各アプリケーションの管理者設定が一ヶ所に集約されており、設定の変

更・管理をスムーズに行うことができます。 

共通設定の「フェデレーション設定」と「ユーザー管理」については、必要に応じて設定しま

す。 

 

1.1 製品説明 

製品管理サイトで管理するアプリケーションは以下の通りです。 

メニューには、契約済みのアプリケーションのみ表示します。 

アプリケーション名 説明 

AddressLook 組織情報・アドレス情報を階層型アドレス帳として表示します。 

アドレス帳は複数作成でき、各アドレス帳は利用許可ユーザーのみで

表示可能です。 

GroupLook 予定の空き時間情報を表示します。 

新しい予定や設備予約を作成できます。 

ExLook メールボックス・予定表・連絡先などを表示します。 

受信メールの件数や本日の予定を確認することもできます。 

タスク・メモを管理します。 

ResourceLook 会議室などのリソース使用状況を管理します。 

来訪者管理 Outlook・Outlook on the web（OWA）上で、会議予約に来訪者情報

を登録します。 

IBLook 組織階層情報・アドレス情報・お気に入りなどを表示します。 

出社状況ステータス・行先・帰社時間など在籍情報を登録します。 

伝言メモを送信します。 

ScheduleLook Lite Microsoft Teams のチームに所属するメンバーの予定を表示します。 
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2. 管理者サインイン 

1. 製品管理サイトに接続します。 

https://portal.bbsonlineservices.net 

2. 画面右上の「サインイン」を選択します。 

 

[画面 1] 

 

3. サインイン画面が開くので、管理者アカウントとパスワードを入力し、「サインイン」ボタ

ンをクリックします。 

 

[画面 2] 

 

4. ヘッダーメニューから「管理」を選択します。 

 

[画面 3] 

  

https://portal.bbsonlineservices.net/
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5. 画面左に、契約済みの製品一覧と共通設定のバナーが表示されます。 

 

[画面 4] 

 

6. 製品名を選択すると、該当製品の管理画面が表示されます。 
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3. 製品管理画面 

管理画面の左ペインには、契約済み製品のリンク一覧と共通設定のバナーが表示されます。 

右ペインには、各製品の契約状況が表示されます。 

 

[画面 5] 
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4. AddressLook 設定 

階層型アドレス帳 AddressLook の管理設定を行います。 

※組織階層情報およびアドレス情報の管理については、別紙「組織階層情報メンテナンスツー

ルガイド」をご参照ください。 

※機能の詳細については、別紙「AddressLook クライアント導入設定ガイド」をご参照くださ

い。 

 

管理メニューから「AddressLook」を選択すると、AddressLookの管理画面が開きます。 

 

4.1 共通設定 

すべての AddressLook 製品で共通する設定を行うことができます。 

 

[画面 6] 

 

設定 説明 

お気に入りタブを表示

する 

AddressLook 各製品に「お気に入り」タブを表示するか否かを設定

します。 

既定では無効に設定されています。 

 有効： 

AddressLook で「お気に入り」タブを表示します。 

よく利用する組織やアドレスを、お気に入りに登録して参照で

きます。 
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 無効： 

AddressLook で「お気に入り」タブを非表示にします。 

連絡先タブを表示する AddressLook 各製品に「連絡先」タブを表示するか否かを設定しま

す。 

既定では無効に設定されています。 

 有効： 

AddressLook で「連絡先」タブを表示します。 

Outlook に登録した個人の連絡先を、AddressLook で利用でき

ます。 

 無効： 

AddressLook で「連絡先」タブを非表示にします。 

検索タブを表示する AddressLook 各製品に「検索」タブを表示するか否かを設定しま

す。 

既定では有効に設定されています。 

 有効： 

AddressLook で「検索」タブを表示します。 

アドレス情報の検索を行うことができます。 

 無効： 

AddressLook で「検索」タブを非表示にします。 

アドレス一覧表示時に

ユーザーの写真を表示

する 

ユーザー情報としてユーザーアイコンを表示するか否かを設定しま

す。 

既定では無効に設定されています。 

 有効： 

ユーザーアイコンを表示します。 

 無効： 

ユーザーアイコンを非表示にします。 

アドレス一覧の 1 ペー

ジ当たりの表示件数 

アドレス一覧に表示するアドレス情報の最大件数を、10～250 件の間

で設定します。 

既定では 100件に設定されています。 

アドレス一覧の並び順 同じ表示順が設定されたアドレス情報の並び順を設定します。 

既定では「表示名」に設定されています。 

 表示名： 

アドレス情報を「表示名」の昇順でソートします。 

 姓・名（カナ）： 

アドレス情報を「フリガナ(姓)」・「フリガナ(名)」の昇順でソ

ートします。 

連絡先一覧の並び順 連絡先の並び順を設定します。 

既定では「姓・名（カナ）」に設定されています。 
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 表示順： 

連絡先を「表示名」の昇順でソートします。 

 姓・名（カナ）： 

連絡先を「フリガナ(姓)」・「フリガナ(名)」の昇順でソートし

ます。 

Cookie 認証情報の保

持期間 

ローカルに保存される Cookie 認証情報の保持期間を、0～3650 日の

間で設定します。 

既定では 14日に設定されています。 

※0 日を指定した場合、AddressLook を利用しているブラウザを閉じ

るたびに、認証情報がクリアされます。 

フェデレーション リダ

イレクト先 

フェデレーション認証を利用する際のリダイレクト先を選択します。 

現時点では「1:b2clogin」に設定してください。 

高度なセキュリティを

使用する 

高度なセキュリティを使用するか否かを設定します。 

 オン： 

AddressLook に保存されるパスワードのハッシュ化のアルゴリ

ズムが SHA-1 から SHA-2 へ切り替わり、セキュリティレベル

がより高度になります。 

 オフ： 

AddressLook に保存されるパスワードのハッシュ化のアルゴリ

ズムに SHA-1を使用します。 

 

4.2 Premium 設定 

AddressLook Premium の利用に関する設定を行うことができます。 

 

[画面 7] 

 

設定 説明 

検索件数の上限を設定 検索画面で検索した際の検索結果上限件数を、1～1000件の間で設定
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する します。 

既定では 50件に設定されています。 

※連絡先画面での検索には適用されません。 

 有効： 

検索結果の上限件数を指定します。 

トグルボタンをオンにすると、件数を設定することができま

す。 

 無効： 

検索結果の上限件数を指定しません。 

アドレス一覧の表示項

目を固定化しない 

AddressLook Premium の階層・検索画面のアドレス一覧に、メンテ

ナンスツールで設定したアドレス帳表示項目の上位 3項目を表示する

か否かを設定します。 

既定では無効に設定されています。 

 有効： 

メンテナンスツールで設定した表示項目上位 3 項目を

Premiumに表示します。 

 無効： 

Premium に表示する 3 項目を、「表示名(カナ)」「表示名」「メ

ールアドレス」に固定します。 

設定ボタンを表示する AddressLook Premium のフッターに、設定ボタンを表示するか否か

を設定します。 

既定では有効に設定されています。 

 有効： 

設定ボタンを表示します。 

 無効： 

設定ボタンを非表示にします。 

設定画面にログイン/

ログオフボタンを表示

する 

設定画面に、ログイン・ログオフボタンを表示するか否かを設定しま

す。 

既定では有効に設定されています。 

 有効： 

ログイン・ログオフボタンを表示します。 

 無効： 

ログイン・ログオフボタンを非表示にします。 

AddressLook 

Premium v2 で

Microsoft Graph API

を使用する 

AddressLook Premium v2 で、Microsoft Graph API を利用して連絡

先・アイコン画像を取得するか否かを設定します。 

既定では無効に設定されています。 

 有効： 

Graph APIを参照して連絡先・アイコン画像を取得します。 
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※Graph API を利用する場合、Exchange アカウントの登録は

必要ありません。 

 無効： 

EWSを参照して連絡先・アイコン画像を取得します。 

「4.6Exchangeへの接続ユーザー設定」「11.1Exchangeアカウ

ント設定」のいずれかを参照し、Exchangeアカウントの登録

を行ってください。 

Microsoft Graph API

のアクセス許可 

AddressLook PremiumでMicrosoft Graph APIを利用するにあた

り、管理者が初期設定を行う必要があります。 

初期設定が完了すると、Graph APIを利用して連絡先が取得できるよ

うになります。 

実行手順につきましては、「4.2.1Microsoft Graph API のアクセス許

可」をご参照ください。 

 

4.2.1 Microsoft Graph API のアクセス許可 

Microsoft Graph APIを利用するための初期設定を行います。 

初期設定が完了すると、連絡先の参照に Graph API が利用できるようになります。 

初期設定は、Microsoft 365 のグローバル管理者アカウントで初回に 1 度のみ実施する必要が

あります。 

 

1. Microsoft Graph APIのアクセス許可の「Admin Concent」ボタンを選択します。 

2. Microsoft 365 グローバル管理者のメールアドレスとパスワードを入力し、サインインし

ます。 

 

[画面 8] 

 

3. Microsoft Graph APIを利用するためのアクセス許可が要求されます。 

「承諾」ボタンを選択します。 
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[画面 9] 

 

4. 「ウィンドウを閉じてください。」というメッセージウィンドウが表示されると、初期設

定完了です。 

 

4.3 Teams 設定 

AddressLook for Microsoft Teams の利用に関する設定を行うことができます。 

 
[画面 10] 

 

設定 説明 

Microsoft Teams の利

用 

AddressLook for Microsoft Teamsを利用するにあたり、管理者が初

期設定を行う必要があります。 

初期設定が完了すると、テナントで AddressLook for Microsoft 

Teamsが利用できるようになります。 

実行手順につきましては、「4.3.1Microsoft Teams の利用」をご参照
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ください。 

AddressLook for 

Microsoft Teams をシ

ングルサインオンで利

用する 

AddressLook for Microsoft Teams のサインインに、シングルサイン

オンを利用するか否かを設定します。 

既定では無効に設定されています。 

 有効： 

AddressLook for Microsoft Teamsのサインインに、シングル

サインオンを利用します。 

Microsoft Teams にサインインしているアカウントが自動的に

使用されます。 

 無効： 

AddressLook for Microsoft Teamsのサインインに、シングル

サインオンを利用しません。 

AddressLook for 

Microsoft Teams で

Microsoft Graph API

を使用する 

AddressLook for Microsoft Teams で、Microsoft Graph APIを利用

して連絡先・アイコン画像を取得するか否かを設定します。 

既定では有効に設定されています。 

 有効： 

Graph APIを参照して連絡先・アイコン画像を取得します。 

※Graph API を利用する場合、Exchange アカウントの登録は

必要ありません。 

 無効： 

EWSを参照して連絡先・アイコン画像を取得します。

「4.6Exchangeへの接続ユーザー設定」「11.1Exchangeアカウ

ント設定」のいずれかを参照し、Exchangeアカウントの登録

を行ってください。 

 

AddressLook for Microsoft Teams でMicrosoft Graph API を利用す

るにあたり、管理者が初期設定を行う必要があります。 

初期設定が完了すると、Graph API を利用して連絡先が取得できるよ

うになります。 

実行手順につきましては、「4.3.1Microsoft Teams の利用」をご参照

ください。 

 

4.3.1 Microsoft Teams の利用 

Microsoft Teams を利用するための初期設定を行います。 

初期設定が完了すると、AddressLook をインストールした組織の利用者が AddressLook for 

Microsoft Teams を利用できるようになります。 

初期設定は、Microsoft 365 のグローバル管理者アカウントで初回に 1 度のみ実施する必要が
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あります。 

 

1. Microsoft Teams 利用の「Admin Concent」ボタンを選択します。 

2. Microsoft 365管理者のメールアドレスとパスワードを入力し、サインインします。 

 

[画面 11] 

 

3. AddressLook for Microsoft Teamsを利用するためのアクセス許可が要求されます。 

「承諾」ボタンを選択します。 

 

[画面 12] 

 

4. 「ウィンドウを閉じてください。」というメッセージウィンドウが表示されると、初期設

定完了です。 
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4.4 ブラウザ版設定 

ブラウザ版 AddressLookの利用に関する設定を行うことができます。 

 

[画面 13] 

 

設定 説明 

AddressLook 画面にコ

ピーボタンを表示する 

ブラウザ版 AddressLookの画面に、コピーボタンを表示するか否か

設定します。 

既定では「無効」に設定されています。 

 有効： 

ブラウザ版 AddressLookでコピーボタンを表示します。 

 無効： 

ブラウザ版 AddressLookでコピーボタンを非表示にします。 

 

4.5 個人情報の更新 

個人情報の編集画面での、ユーザー情報の更新に関する設定を行うことができます。 

※個人情報の編集は、ブラウザ版 AddressLook の画面で実施することができます。 

 
[画面 14] 

 

設定 説明 

ユーザーによる編集を

許可する 

自身のユーザー情報の編集を許可するか否か設定します。 

既定では無効に設定されています。 

 有効： 

サインインユーザーによるユーザー情報の編集を許可します。 

トグルボタンをオンにすると、編集を許可する項目をアドレス

帳ごとに設定することができます。 
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編集を許可した項目のみ、個人情報の編集画面で編集できるよ

うになります。 

 
[画面 15] 

 

 無効： 

サインインユーザーによるユーザー情報の編集を禁止します。 

 

4.6 Exchange への接続ユーザー設定 

AddressLook でユーザーの写真と個人の連絡先を利用する場合、Exchange に接続して情報を

取得します。 

本画面では、Exchangeの接続に関する設定を行うことができます。 

 

[画面 16] 

 

設定 説明 

Exchangeへの認証方

式 

Exchangeに接続する際の認証方式を選択します。 

既定では「基本認証」が設定されています。 

現時点では「OAuth認証」に設定してください。 

また、OAuth 認証を使用するために「4.6.1 アクセス許可」を実施し

てください。 

アクセス許可 Exchangeへの認証方式で「OAuth認証」を選択した場合、OAuth認

証を使用するための初期設定を行う必要があります。 

初期設定が完了すると、Exchangeへの接続に OAuth 認証が使用でき
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るようになります。 

実行手順につきましては、「4.6.1アクセス許可」をご参照ください。 

Exchange へ接続する

管理者ユーザーをドメ

イン別に利用する 

Exchangeに接続する管理者ユーザーを、ドメインごとに設定するか

否かを選択します。 

既定では無効に設定されています。 

 有効： 

Exchangeに接続する管理者ユーザーを、ドメイン単位で設定

します。 

本設定を有効にした場合、本画面下部での接続ユーザー設定が

反映され、Exchange Account画面の設定は利用されません。 

 無効： 

Exchangeに接続する管理者ユーザーを、1人に限定して設定

します。 

本設定を無効にした場合、Exchange Account画面での設定が

反映され、本画面下部の接続ユーザー設定は利用されません。 

 

4.6.1 アクセス許可 

OAuth認証を使用するための初期設定を行います。 

初期設定が完了すると、ユーザーアイコンや連絡先の取得に OAuth 認証が利用できるようにな

ります。 

初期設定は、Microsoft 365 のグローバル管理者アカウントで初回に 1 度のみ実施する必要が

あります。 

 

1. アクセス許可の「Admin Concent」ボタンを選択します。 

2. Microsoft 365管理者のメールアドレスとパスワードを入力し、サインインします。 

 

[画面 17] 

 

3. AddressLook で OAuth認証を使用するためのアクセス許可が要求されます。 

「承諾」ボタンを選択します。 
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[画面 18] 

 

4. 「ウィンドウを閉じてください。」というメッセージウィンドウが表示されると、初期設

定完了です。 

 

4.6.2 Exchange 接続ユーザー：新規作成 

「Exchange へ接続する管理者ユーザーをドメイン別に利用する」設定を有効にした場合に利

用する、Exchange接続ユーザーを登録します。 

※本作業を行う前に、Exchange サービス用アカウントの用意を完了させておく必要がありま

す。 

「11.1.1Exchangeサービス用アカウントの用意」をご参照ください。 

 

1. 「新規作成」を選択します。 

 
[画面 19] 

 

2. Add New Item画面で、各項目を入力します。 
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[画面 20] 

 

設定 説明 

Domain Name 使用するドメイン名を、完全修飾ドメイン名(FQDN)で入力します。 

 例：example.co.jp、example.onmicrosoft.com 

Exchange Server Type 使用する Exchangeサーバーのタイプを設定します。 

既定では「オンライン（自動）」が設定されています。 

 オンライン（自動） 

 オンプレミス（自動） 

 2017SP1 

 2010 

 2010SP1 

 2010SP2 

 2013 

 2013SP1 

 2016 

Exchange Server 

Name 

使用する Exchangeサーバー名を入力します。 

Microsoft 365の Exchange Onlineをご利用の場合は、

「outlook.office365.com」と入力します。 

オンプレミスの Exchangeサーバーをご利用の場合は、Exchangeサ

ーバー名を FQDNで入力します。 

例：exchange.example.co.jp 

Use Http 通信に HTTPSを使用するか否かを設定します。 

既定では無効に設定されています。 

Email Address Exchangeサービス用アカウントのユーザーID を入力します。 

例：exchangeserviceaccount＠example.co.jp 
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Password Exchangeサービス用アカウントのパスワードを入力します。 

 

3. 「更新」ボタンを選択すると、設定を保存します。 

「キャンセル」ボタンを選択すると、編集内容を破棄して AddressLook の設定画面に戻

ります。 

 

4.6.3 Exchange 接続ユーザー：編集 

「Exchange へ接続する管理者ユーザーをドメイン別に利用する」設定を有効にした場合に、

利用する Exchange接続ユーザーの情報を編集します。 

 

1. 一覧から編集を行うユーザーの「編集」ボタンを選択します。 

 

[画面 21] 

 

2. 設定の編集を行います。 

3. 「更新」ボタンを選択すると、編集した設定を保存します。 

「キャンセル」ボタンを選択すると、編集内容を破棄して AddressLook の設定画面に戻

ります。 

 

4.6.4 Exchange 接続ユーザー：削除 

1. 一覧から削除を行うユーザーの「削除」ボタンを選択します。 

 

[画面 22] 

 

2. 削除画面で「削除」ボタンを選択すると、該当ユーザーを削除します。 

「キャンセル」ボタンを選択すると、該当ユーザーの削除を取り止め AddressLook の設

定画面に戻ります。 
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5. GroupLook 設定 

GroupLookの管理設定を行います。 

※組織グループの管理については、別紙「GroupLook 管理者ガイド」をご参照ください。 

 

1. 管理メニューから「GroupLook」を選択すると、GroupLook の管理画面が開きます。 

 

[画面 23] 

 

項目 説明 

契約形態 GroupLookの契約形態が表示されます。 

 利用中： 

正式利用中は「利用中」アイコンが緑色で表示されます。 

 トライアル： 

トライアル中は「トライアル」アイコンが黄色で表示されます。 

フェデレーション リダ

イレクト先 

フェデレーション認証を利用する際のリダイレクト先を選択し

ます。 

「1:b2clogin」に設定してください。 

「保存」ボタンを選択すると、設定を保存します。 

GroupLook管理機能 リンクを選択すると GroupLook の個人スケジューラー画面に遷移し

ます。 

連絡先 「連絡先」には、お客様からお知らせ頂いた連絡担当者が表示されま

す。 

弊社からのメンテナンス情報や障害報告を配信します。 

「連絡先変更の依頼（メール）」のリンクから、弊社サポート宛への

メールを送信することができます。 
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連絡先の変更依頼や不具合報告の際にご利用ください。 
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6. ExLook 設定：ExLook 管理ツール 

メール・予定表・タスク管理・ExLook の管理設定を行います。 

ExLook設定は、ExLookサイト名ごとに管理します。 

※機能の詳細については、別紙「ExLook Online管理者マニュアル」をご参照ください。 

 

6.1 ExLook サイト設定：新規追加 

1. 管理メニューから「ExLook」を選択すると、ExLook の管理画面が開きます。 

2. 「ExLook 管理ツール」 - 「ExLook サイト設定」タブを開きます。 

 

[画面 24] 

 

3. 「新規追加」ボタンを選択します。 

 

[画面 25] 
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4. ExLookサイト設定追加画面で、必要な設定を行います。 

 

[画面 26] 

 

設定 説明 

新規サイト名 新規追加するサイト名を入力します。 

指定したサイト名は、ユーザーの接続先 URLに使用されます。 

半角英数字を 32文字まで入力可能です。 

※重複する名前は指定できません。 

設定値のコピー元サイ

ト 

「（既定値）」を選択します。 

同じ設定のサイトを複数追加する場合は、コピー元のサイト名を選択

します。 

 

5. 「保存」ボタンを選択すると、ExLook 管理画面に新しいサイト設定が表示されます。 

「戻る」ボタンを選択すると、設定内容を破棄し、ExLook 管理画面に戻ります。 

6. 「設定内容を保存」ボタンを選択し、サイトの追加設定を保存します。 
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6.2 ExLook サイト設定：変更 

1. 管理メニューから「ExLook」を選択すると、ExLook の管理画面が開きます。 

2. 「ExLook 管理ツール」 - 「ExLook サイト設定」タブを開きます。 

3. プルダウンリストから編集する「ExLookサイト名」を選択します。 

 

 [画面 27] 

 

4. サイトの設定情報が開くので、必要な設定を行います。 

5. 「設定内容を保存」ボタンを選択し、設定を保存します。 

※以降に、設定可能な項目について説明します。 

 

6.2.1 基本設定 

「基本設定」項目に、必要な設定を行います。 

 

[画面 28] 
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設定 説明 

ExLookサイト名 * 設定を区別するために、ExLook 参照時に ExLookSITE(SITE)引数と

して使用します。 

半角英数字で最大 32文字まで入力可能です。 

※他サイトと重複する名前は指定できません。 

ドメイン名(FQDN) * 参照する Exchangeサーバーが所属するドメイン名を完全修飾ドメイ

ン名(FQDN)で指定します。 

半角英数字で最大 255文字まで入力可能です。 

SSL アクセラレータの

使用 

ExLook Onlineでは対応しておりません。 

接続の制限 接続制限を選択します。 

 全てのユーザーからの接続を許可する： 

接続制限を行いません。 

 接続を許可するユーザーをファイルで指定する： 

指定したユーザーのみ ExLookに接続可能です。 

ExLook接続許可対象のユーザーID を記載したファイルを指定し

ます。 

 

※接続を許可するユーザーID の一覧を、テキスト(.txt)形式で作

成します。 

Exchange Onlineの場合は、ユーザーIDの@より前の部分を指定

します。 

入力例："ttanaka" 

"kyamada" 

"knakamura" 

 接続を拒否するユーザーをファイルで指定する： 

指定したユーザーは ExLook に接続できません。 

ExLook接続制限対象のユーザーID を記載したファイルを指定し

ます。 

 

※接続を制限するユーザーID の一覧を、テキスト(.txt)形式で作

成します。 

Exchange Onlineの場合は、ユーザーIDの@より前の部分を指

定します。 

入力例："ttanaka" 

"kyamada" 

"knakamura" 

※利用者制限機能のご利用には、別途オプション契約が必要で
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す。 

追加認証 ExLook Onlineでは追加認証に対応しておりません。 

プライマリ SMTP ア

ドレス 

「ドメイン名(FQDN)で指定したものと異なるドメインを使用する」

を有効にすると、プライマリ SMTPアドレスのドメインが［ドメイ

ン名(FQDN)］の指定と異なる場合にも使用可能です。 

「ドメイン名」に、プライマリ SMTP アドレスのドメインを入力し

ます。 

モバイルデバイス別の

表示機能の有効化 

デバイス別の表示機能について選択します。 

 この ExLook サイトで携帯電話向け表示機能を有効にする： 

有効にすると、携帯電話(フィーチャーフォン)向け

ExLook(cLook)を利用可能です。 

 この ExLook サイトでスマートフォン向け表示機能を有効にす

る： 

有効にすると、スマートフォン向け ExLook(spLook)を利用可能

です。 

拡張機能の有効化 拡張機能の利用について選択します。 

 この ExLookサイトでリンク表示機能を有効にする： 

有効にすると、リンク表示機能を利用可能です。 

 この ExLookサイトでお気に入り機能を有効にする： 

有効にすると、お気に入り機能を利用可能です。 

 この ExLookサイトで階層表示機能を有効にする： 

有効にすると、階層表示機能を利用可能です。 

*：必須入力項目 

 

6.2.2 Exchange 設定 

「Exchange設定」項目に、必要な設定を行います。 

 

[画面 29] 
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設定 説明 

Exchange サーバーの

種類 

 

Exchangeサーバーを選択します。 

 通常の Exchangeサーバーに接続する： 

オンプレミスの Exchangeサーバーを使用する場合に選択してく

ださい。 

 Exchange Online に接続する： 

Microsoft 365の Exchange Onlineを使用する場合に選択してく

ださい。 

Exchange サーバー名 利用する Exchangeサーバー名を入力します。 

 オンプレミスの Exchangeサーバーを使用する場合： 

接続先の Exchange サーバー(CASサーバー)名を入力します。 

例）CAS_Server.exlook.com 

 オンプレミスの Exchangeサーバーを使用する場合： 

Microsoft 365の Exchange Onlineを使用する場合は、

「outlook.office365.com」を入力します。 

自動検出サービス 自動検出サービスの利用について選択します。 

 自動検出サービスを使用する： 

有効にすると、Exchange Web Serviceに接続する際に

Exchangeサーバーの自動検出サービスを使用します。 

※通常、この設定は使用しません。 

Exchangeサーバーへ

の接続方法 

Exchangeサーバーへの接続方法を選択します。 

 Exchangeサーバーへの接続には httpのみを使用する： 

有効にすると、ExLook からの Exchangeデータ取得時に httpの

みを使用します。 

Exchange サーバーの

認証方式 

Exchangeサーバーへの接続時に使用する認証方式をプルダウンリス

トから選択します。 

 自動的に識別する： 

Exchangeへの認証方式を自動的に識別します。 

 基本認証(Office 365 の場合)： 

Exchange Onlineで基本認証（Basic認証）を使用する場合に選

択してください。 

 OAuth認証(Office 365 の場合)： 

Exchange Onlineで OAuth認証を使用する場合に選択してくだ

さい。 

「6.5 OAuth認証利用時の設定」の初期設定を行う必要がありま

す。 
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6.2.3 表示設定 

「表示設定」項目に、必要な設定を行います。 

 

[画面 30] 

 

設定 説明 

一覧画面の添付ファイ

ル表示 

リストに添付ファイルの有無を表示させるか否かを選択します。 

 添付ファイルの有無を表示する： 

有効にすると、ExLook のリストで添付ファイルの有無が確認で

きます。 

 表示文字 

添付ファイルがある場合、および添付ファイルがない場

合に表示する文字をそれぞれ設定します。 

 表示位置 

リストに表示する位置を選択します。 

 

※上記設定は、携帯電話向けの ExLook(cLook)のみに反映され

ます。 

スマートフォンではメールにファイルが添付されている場合、

 が表示されます。 

週間の予定の先頭 週間予定表の一覧で、先頭に表示する曜日を選択します。 

連絡先検索項目の既定

値 

連絡先(検索)画面で、連絡先の検索項目の既定値を設定します。 

モバイルデバイス別の 携帯電話とスマートフォン、それぞれの表示方法を設定します。 
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設定 ※携帯電話向けの ExLook(cLook)の設定を変更する場合は「携帯電

話」の列を、スマートフォン向けの ExLook(spLook)の設定を変更す

る場合は「スマートフォン」の列を変更してください。 

 パスワードの表示： 

「伏せ字で表示する」を有効にすると、ExLook ログオン時に

入力するパスワードが「*」で表示されます。 

 メニュー画面： 

「ExLook Todayを使用する」を有効にすると、ExLook トップ

画面が ExLook Today画面に変更されます。 

※スマートフォンでは ExLook Today のみの仕様のため、画面

変更の選択ができません。 

 一覧画面の表示行数： 

ExLookでリストを表示する際の行数を設定します。 

表示行数は、5-100行の範囲で変更できます。 

 一覧画面の一行の表示桁数： 

ExLook でリストを表示する際、一行に表示する文字数を設定し

ます。 

表示桁数は、16-200 バイトの範囲で変更できます。 

 詳細画面 1ページ目の表示文字数： 

ExLook で各アイテムの内容を表示する際の 1 ページ目に表示す

る文字数を設定します。 

表示文字数は、256-10240 バイトの範囲で変更することができ

ます。こちらで設定した文字数を超えると 2 ページ目を表示し

ます。 

 詳細画面 2ページ目以降の表示文字数： 

ExLook で各アイテムの内容を表示する際の 2 ページ目以降に表

示する文字数を設定します。 

表示文字数は、25610240 バイトの範囲で変更することができま

す。こちらで設定した文字数を超えると 2 ページ目以降を表示

します。 

 

6.2.4 添付ファイル参照設定 

「添付ファイル参照設定」項目に必要な設定を行います。 
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[画面 31] 

 

設定 説明 

添付ファイル参照 添付ファイルの参照について選択します。 

 添付ファイルの参照機能を使用する： 

有効にすると、添付ファイルの参照が行えます。 

※オプションの添付ファイル参照機能のお申込みが必要です。 

IRL サーバー名 Image Resource Locator が導入されているサーバー名を設定しま

す。 

オンラインサービス事務局から通知した内容を入力してください。 

例：http://eq_Server.exlook.com 

ポート Merchandizerサーバーのポートを設定します。 

オンラインサービス事務局から通知した内容を入力してください。 

IRL 仮想システム名 Image Resource Locator サーバーの仮想システム名を設定します。 

オンラインサービス事務局から通知した内容を入力してください。 

表示用ファイルの一時

保存場所 

ExLook Onlineでは対応しておりません。 

画像変換を行うファイ

ル拡張子 

画像変換を行うファイルの拡張子を設定します。 

使用できる拡張子は「.xls」「.xlsx」「.doc」「.docx」「.ppt」「.pptx」

「.pdf」「.jpg」「.jpeg」「.png」「.gif」「.bmp」「.tif」です。 

拡張子の間をカンマ「,」で区切ることで、複数の拡張子を指定でき

ます。 

例：.xls,.xlsx,.doc,.docx,.png,.gif,.tif 

「参照」ボタンを選択して指定する拡張子を記載した.txtファイルを



製品管理サイト_管理者ガイド 

31/91 

Big Bang System Corp. 

選択し、「ファイルから読込」ボタンを選択することにより、.txtフ

ァイルに記載した拡張子がテキストボックスに入力されます。 

テキスト形式で参照を

行うファイル拡張子 

テキスト形式で参照を行うファイルの拡張子を指定します。使用でき

る拡張子は「.txt」「.log」です。 

拡張子の間をカンマ「,」で区切ることで、複数の拡張子を指定でき

ます。 

例：.txt,.log 

「参照」ボタンを選択して指定する拡張子を記載した.txtファイルを

選択し、「ファイルから読込」ボタンを選択することにより、.txtフ

ァイルに記載した拡張子がテキストボックスに入力されます。 

モバイルデバイス別の

設定 

携帯電話とスマートフォン、それぞれの参照方法を設定します。 

※携帯電話向けの ExLook(cLook)の設定を変更する場合は「携帯電

話」の列を、スマートフォン向けの ExLook(spLook)の設定を変更す

る場合は「スマートフォン」の列を変更してください。 

 表示サイズ(幅)： 

ExLook画面に表示する画像のサイズ(幅)を指定します。 

表示サイズ(幅)は、携帯電話は、1-1024 ピクセルの範囲、スマ

ートフォンは、1-4096ピクセルの範囲で変更できます。 

 表示サイズ(高さ)： 

ExLook画面に表示する画像のサイズ(高さ)を指定します。 

表示サイズ(高さ)は、携帯電話は、1-1024 ピクセルの範囲、ス

マートフォンは、1-4096ピクセルの範囲で変更できます。 

 表示用画像の最大ファイルサイズ： 

表示用画像の最大のファイルサイズを指定します。 

表示用の画像ファイルを、指定した最大ファイルサイズ以内で作

成します。 

最大ファイルサイズは、携帯電話は、1-65 キロバイトの範囲、

スマートフォンは、1-2000キロバイトの範囲で変更できます。 

 

6.2.5 メニュー画面設定 

「メニュー画面設定」項目に必要な設定を行います。 
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[画面 32] 

 

設定 説明 

メニュー設定 携帯電話とスマートフォン、それぞれの表示方法を設定します。 

※携帯電話向けの ExLook(cLook)の設定を変更する場合は「携帯電

話」の列を、スマートフォン向けの ExLook(spLook)の設定を変更す

る場合は「スマートフォン」の列を変更してください。 

 メニュー項目名： 

メニュー画面に表示する場合は、項目のチェックを有効にしま

す。 

 表示名： 

メニュー画面に表示する項目名を設定します。 

 

6.2.6 追加リンク設定 

「追加リンク設定」項目に必要な設定を行います。 
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[画面 33] 

 

設定 説明 

追加リンク  メニュー画面での表示名： 

リンク画面に表示させるリンクの表示名を設定します。 

※件名なしの表示名を登録する場合、スペースを入力します。 

 リンクする URL： 

リンク画面に表示させるリンク先の URLを設定します。 

 

6.3 ExLook サイト設定：削除 

1. 管理メニューから「ExLook」を選択すると、ExLook の管理画面が開きます。 

2. 「ExLook 管理ツール」 - 「ExLook サイト設定」タブを開きます。 

3. プルダウンリストから削除する「ExLookサイト名」を選択します。 

4. 「削除」ボタンを選択すると、表示中の ExLookサイト設定をすべて削除します。 

 

[画面 34] 

 

6.4 共通設定：ログ出力 

ExLookログオン履歴を出力する際の設定を行います。 

￥ 
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1. 管理メニューから「ExLook」を選択すると、ExLook の管理画面が開きます。 

2. 「ExLook 管理ツール」 - 「共通設定」タブを開きます。 

3. ExLookサイト共通設定画面で、必要な設定を行います。 

 

[画面 35] 

 

設定 説明 

ログ出力 ログオン時のユーザーID記録について選択します。 

既定では「有効」に設定されています。 

 ログオン時にユーザーIDを記録する： 

有効にすると、ExLook ログオン時にユーザーID が記録されま

す。 

 

4. 「設定内容を保存」を選択すると、設定を保存します。 

  

￥ 
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6.5 OAuth 認証利用時の設定 

ExLookで OAuth認証を利用するための設定を行います。 

 

6.5.1 初期設定 

Exchange サーバーの認証方式で「OAuth 認証(Office 365 の場合)」を選択した場合、OAuth

認証を使用するための初期設定を行う必要があります。 

本設定を行うことにより、ExLook で OAuth認証が使用可能になります。 

本設定は、Microsoft 365(Office 365)の管理者アカウントで初回のみ実施する必要があります。 

 

1. 「Admin Consent」を選択します。 

 
[画面 36] 

 

2. 新しいウィンドウが開くので、Microsoft 365(Office 365)の管理者のメールアドレスとパ

スワードを入力してサインインします。 

 
[画面 37] 
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3. ExLook で OAuth 認証を利用するためのアクセス許可が要求されるので、「承諾」ボタンを

選択します。 

 

[画面 38] 

 

4. 処理が完了すると「ウィンドウを閉じてください」と表示されるので、手動でウィンドウ

を閉じます。 

 

6.5.2 設定解除 

ExLook で OAuth 認証を使用しなくなった場合、Microsoft Azure Portal サイトから手動でア

プリケーションを削除することにより、ExLook OAuth 認証用の設定を解除することができま

す。 

 

1. Microsoft Azureポータルサイトに接続します。 

 https://portal.azure.com 

 

2. Microsoft 365(Office 365)の管理者アカウントとパスワードを入力し、「サインイン」ボタ

ンを選択します。 

 

https://portal.azure.com/
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 [画面 39] 

 

3. Azureサービスメニューから、「Microsoft Entra ID」を選択します。 

 

[画面 40] 
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4. 「エンタープライズ アプリケーション」を選択します。 

 

[画面 41] 

 

5. アプリケーション一覧の中から「ExLook」を選択します。 

 

[画面 42] 

 

6. Delete Application has moved to Properties の「View Properties」を選択します。 

 
[画面 43] 
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7. ヘッダーの「削除」を選択します。 

 

[画面 44] 

 

8. 削除確認メッセージが表示されるので、「はい」ボタンを選択します。 

 

[画面 45] 
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7. ExLook 設定：ExLook 機体認証管理ツール 

機体認証オプションを利用すると、サイトごとに ExLookを利用可能な端末を制限できます。 

なお、機体認証はオプションの申し込みが必要です。 

管理ツールでは、以下の内容が設定可能です。 

 端末登録パスワードの変更 

 端末登録の許可 

 PINコードのロック解除 

 アクセス禁止端末の指定・解除 

※機能の詳細については、別紙「ExLook Online管理者マニュアル」をご参照ください。 

 

7.1 サイト設定：新規追加 

新しい機体認証サイトを追加します。 

 

1. 管理メニューから「ExLook」を選択すると、ExLook の管理画面が開きます。 

2. 「ExLook 機体認証管理ツール」タブを開きます。 

3. サイト設定画面で、「新規追加」ボタンを選択します。 

 

[画面 46] 

 

4. ExLook機体認証管理ツール サイト登録画面が開くので、必要な設定を行います。 

 
[画面 47] 

 

￥ 
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設定 説明 

新規サイト名 * 機体認証を設定する ExLook サイト名を入力します。 

半角英数字を 32文字以下で入力します。 

※重複する名前は指定できません。 

※サイト名は、「ExLook 管理ツール」で設定した ExLook サイトと同

じ名称を使用してください。 

設定値のコピー元サイ

ト 

「（既定値）」を選択します。 

同じ設定のサイトを複数追加する場合は、コピー元のサイト名を選択

します。 

*：必須入力項目 

 

5. 「保存」ボタンを選択すると、ExLook 管理画面に新しいサイト設定が表示されます。 

「戻る」ボタンを選択すると、設定内容を破棄し、ExLook 管理画面に戻ります。 

6. 「設定内容を保存」ボタンを選択し、機体認証サイトの追加設定を保存します。 

 

7.2 サイト設定：変更 

既存の機体認証サイトの設定を変更します。 

 

1. 管理メニューから「ExLook」を選択すると、ExLook の管理画面が開きます。 

2. 「ExLook 管理ツール」 - 「ExLook 機体認証管理ツール」タブを開きます。 

3. サイト設定画面で、プルダウンリストから編集する「サイト名」を選択します。 

 

[画面 48] 

 

4. サイトの設定情報画面で、必要な設定を行います。 

5. 「設定内容を保存」ボタンを選択し、設定を保存します。 

※以降に、設定可能な項目について説明します。 

 

7.2.1 基本設定 

「基本設定」項目に、必要な設定を行います。 
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[画面 49] 

 

設定 説明 

機体認証オプションを

使用する 

機体認証オプションの利用について選択します。 

 機体認証オプションを使用する： 

有効にすると、機体認証オプションを使用します。 

SSL アクセラレータ SSL アクセラレータについて設定します。 

 SSL アクセラレータを使用する： 

有効にすると、SSLアクセラレータを使用します。 

※ExLook Onlineでは対応しておりません。 

 

7.2.2 ホワイトリスト設定 

「ホワイトリスト設定」項目に、必要な設定を行います。 

 

[画面 50] 

 

設定 説明 

利用前にホワイトリス

トへ機体 IDの登録を

必要とする 

有効にすると、ホワイトリストに事前登録済みの端末のみ使用するこ

とができます。 

無効にすると、ホワイトリストに端末情報を登録せずに使用すること

ができます。 

※スマートフォンから機体認証を使用する場合は、「有効」にしての

利用を推奨します。 

利用者が認証時に入力

する情報 

ExLook認証時に入力する情報について選択します。 

 PINコード： 

初回ログオン時にユーザーID・パスワード・PINコードを登録す

る必要があります。 

次回以降のログオン時は PINコードのみを入力して使用するこ

とができます。 

※表示サイトには、「PINコード設定」「マスク設定」が適用され

ます。 

 ユーザーID・パスワード： 



製品管理サイト_管理者ガイド 

43/91 

Big Bang System Corp. 

ログオン時に毎回ユーザーID・パスワードを入力する必要があ

ります。 

利用者のユーザーID・パスワードは機体認証オプションのデー

タベースに格納されません。 

※表示サイトには、「マスク設定」が適用されます。 

 

7.2.3 PIN コード設定 

「PINコード設定」項目に、必要な設定を行います。 

 

[画面 51] 

 

設定 説明 

PINコード最小文字数 ユーザーが設定する PINコードの最小文字数を半角数字 1-1024の範

囲で指定します。 

PINコード最大文字数 ユーザーが設定する PINコードの最大文字数を半角数字 1-1024の範

囲で指定します。 

ロックアウトまでの回

数 

ログオン時にユーザーが正しくない PINコードを入力した際の許容

回数を半角数字 1-1024の範囲で指定します。 

ログオン試行が許容回数を超過した場合、PINコードをロックアウト

します。 

※端末を利用するには、「PINコードクリア」を実行し、有効なユー

ザーID・パスワード・PIN コードを登録し直す必要があります。 

利用者による PINコー

ドクリア機能 

有効にすると、ユーザー自身が端末の PINコード登録情報を削除で

きるようになります。 

無効にすると、端末の PIN コード登録情報を削除できるのは管理者

のみとなります。 

※PINコードクリアを実行した端末は、有効なユーザーID・パスワー

ド・PINコードを登録することで、再度 ExLookにログオン可能で

す。 
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7.2.4 マスク設定 

「マスク設定」項目に、必要な設定を行います。 

 

[画面 52] 

 

設定 説明 

ユーザーID 入力したユーザーIDのマスクについて選択します。 

 伏せ字で表示する： 

有効にすると、ログオン時にユーザーが入力するユーザーIDが

「*」で表示されます。 

無効にすると、入力したユーザーIDがそのまま表示されます。 

パスワード 入力したパスワードのマスクについて選択します。 

 伏せ字で表示する： 

有効にすると、ログオン時にユーザーが入力するパスワードが

「*」で表示されます。 

無効にすると、入力したパスワードがそのまま表示されます。 

PINコード 入力した PINコードのマスクについて選択します。 

 伏せ字で表示する： 

有効にすると、ログオン時にユーザーが入力する PINコードが

「*」で表示されます。 

無効にすると、入力した PINコードがそのまま表示されます。 

 

7.3 サイト設定：削除 

既存の機体認証サイトを削除します。 

 

1. 管理メニューから「ExLook」を選択すると、ExLook の管理画面が開きます。 

2. 「ExLook 機体認証管理ツール」タブを開きます。 

3. サイト設定画面で、プルダウンリストから削除する「サイト名」を選択します。 

4. 「削除」ボタンを選択すると、表示中のサイト設定をすべて削除します。 

 ￥ ￥ 
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[画面 53] 

 

7.4 ユーザー管理：ホワイトリスト管理 

端末登録用ページで携帯端末の登録・表示を行います。 

 

1. 管理メニューから「ExLook」を選択すると、ExLook の管理画面が開きます。 

2. 「ExLook 機体認証管理ツール」タブを開きます。 

3. 「ユーザー管理」タブを開きます。 

4. 「ホワイトリスト管理」ボタンを選択します。 

 

[画面 54] 

 

5. ExLook機体認証管理ツールホワイトリスト設定画面で、必要な設定を行います。 

※以降に、設定可能な項目について説明します。 

 

7.4.1 ホワイトリスト設定（端末登録用ページ） 

「ホワイトリスト設定」項目に、必要な設定を行います。 

 

1. ExLook機体認証管理ツールホワイトリスト設定画面で、「ホワイトリスト設定」に必要な

設定を行います。 
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[画面 55] 

 

設定 説明 

サイト名 プルダウンリストから編集する「サイト名」を選択します。 

利用者による機体 ID

登録画面の利用を許可

する 

有効にすると、ユーザーが機体 ID 登録画面にアクセスできるように

なり、端末の登録を行うことができます。 

無効にすると、ユーザーは機体 ID 登録画面にアクセスできません。 

登録コード * 端末を登録する際に使用する登録コードを半角英数字・記号で入力し

ます。 

登録コードの表示 入力した登録コードのマスクについて選択します。 

 伏せ字で表示する： 

有効にすると、入力した登録コードが、「*」で表示されます。 

無効にすると、入力したユーザーIDがそのまま表示されます。 

登録時の機体 IDの状

態 

有効にすると、登録端末の機体 ID を有効に設定します。 

無効にすると、登録端末の機体 ID は有効になりません。 

※有効にする場合、管理者が個別に設定する必要があります。 

※機体 ID が有効でない端末は、ExLook に接続できません。 

*：必須入力項目 

 

2. 「設定内容を保存」ボタンを選択し、設定を保存します。 

3. 「閉じる」ボタンを選択すると、ExLook管理画面に戻ります。 

 

設定後、ExLook Onlineの利用者はシステムに端末が登録できるようになります。 

端末登録用ページへのアクセス URLは以下となります。 

 携帯電話用： 

https://www.exlook.net/udid/aspx/wl/register.aspx?ExLookSITE=(サイト名) 

 スマートフォン用：

https://www.exlook.net/udid/aspx/wlsp/register.aspx?ExLookSITE=(サイト名) 
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※サイト名を指定しない場合、エラーメッセージが表示されます。 

※端末登録用のページと ExLookログインページの URLは異なります。 

 

[画面 56] 

 

7.4.2 端末情報の表示・検索 

登録した端末情報をサイトごとに表示します。 

また、条件を設定し、特定の端末情報を絞り込み検索します。 

 

1. 「ユーザー管理」タブを開き、「ホワイトリスト管理」ボタンを選択します。 

2. ExLook機体認証管理ツールホワイトリスト設定画面のホワイトリスト設定で、プルダウ

ンリストから「サイト名」を選択します。 

3. 「検索条件」「抽出条件」を設定します。 

 

[画面 57] 

 

項目 説明 

検索条件 検索条件を設定します。 

登録端末の機体 ID は

有効になりません。 

￥ 
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 検索ボタン： 

「機体 ID」「ユーザーID」で指定した端末情報を検索します。 

 表示順： 

表示されている端末情報を並べ替えます。 

 表示件数変更ドロップダウン： 

1ページに表示する端末情報の件数を変更します。 

抽出条件 抽出条件を設定します。 

 無効な情報を表示する： 

機体 IDが無効化された端末情報を抽出します。 

 docomo： 

キャリアが docomo（DoCoMo）の端末情報を抽出します。 

 softbank： 

キャリアが softbank（SoftBank）の端末情報を抽出します。 

 au： 

キャリアが au（KDDI）の端末情報を抽出します。 

 other： 

キャリアが docomo・softbank・au以外の端末情報を抽出しま

す。(Mozillaを含む) 

※スマートフォンの表示は全てMozillaとなります。 

 

4. 設定した条件に一致する端末情報が、「ホワイトリスト状態」に表示されます。 

 

[画面 58] 

 

項目 説明 

サイト ご契約頂いているサイト名を表示します。 

機体 ID ExLookで管理する端末の機体 ID情報を表示します。 

ユーザーID 利用者のユーザーIDを表示します。 

キャリア 携帯電話（フィーチャーフォン）の場合、ご契約のキャリアを表示し

ます。 

スマートフォンの場合、端末の会社に関わらずすべて「Mozilla」と
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表示されます。 

エージェント 端末のユーザーエージェントを表示します。 

有効 登録した端末が有効となり、ExLookを利用することができます。 

更新日時 端末情報が更新された日時を表示します。 

登録日時 端末情報を初回登録した日時を表示します。 

 

7.4.3 登録端末の有効化・無効化 

登録端末の機体 ID を有効化・無効化します。 

 

1. 「ユーザー管理」タブを開き、「ホワイトリスト管理」ボタンを選択します。 

2. ExLook機体認証管理ツールホワイトリスト設定画面のホワイトリスト設定で、プルダウ

ンリストから「サイト名」を選択します。 

3. 選択したサイトの詳細が、「ホワイトリスト状態」に表示されます。 

 

[画面 59] 

 

4. ホワイトリスト状態一覧から、「機体 ID」のリンクを選択します。 

5. ExLook機体認証管理ツールホワイトリスト状態変更画面で、必要な設定を行います。 

 

￥ 
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[画面 60] 

 

設定 説明 

有効 チェックボックスを有効にすると、表示端末で ExLookが利用できま

す。 

チェックボックスを無効にすると、表示端末で ExLookが利用できな

くなります。 

 

6. 「適用」ボタンを選択し、設定を保存します。 

「閉じる」ボタンを選択すると、ホワイトリスト設定画面に戻ります。 

 

7.5 ユーザー管理：端末情報 

7.5.1 端末制限設定・解除 

アクセス禁止端末の指定や、PINコードロックアウトの解除・設定を行います。 

利用者のユーザーIDを元に検索し、端末の設定変更を行います。 

 

1. 「ユーザー管理」タブを開くと、すべての端末情報が表示されます。 

2. 「検索条件」「抽出条件」を設定します。 

 

[画面 61] 

 

項目 説明 

検索条件 検索条件を設定します。 

 



製品管理サイト_管理者ガイド 

51/91 

Big Bang System Corp. 

 検索ボタン： 

「サイト名」「ユーザーID」で指定したユーザー情報を検索し

ます。 

 表示順： 

表示されているユーザー情報を並べ替えます。 

 表示件数変更ドロップダウン： 

1ページに表示するユーザー情報の件数を変更します。 

抽出条件 抽出条件を設定します。 

 削除された情報を表示する： 

削除された端末情報を抽出します。 

 PINコードがロックされた端末： 

ロックされている端末情報を抽出します。 

 利用出来ないとマークした端末： 

利用できない端末情報を抽出します。 

 docomo： 

キャリアが docomo（DoCoMo）の端末情報を抽出します。 

 softbank： 

キャリアが softbank（SoftBank）の端末情報を抽出します。 

 au： 

キャリアが au（KDDI）の端末情報を抽出します。 

 other： 

キャリアが docomo・softbank・au以外の端末情報を抽出しま

す。(Mozillaを含む) 

※スマートフォンの表示は全てMozillaとなります。 

 

3. 設定した条件に一致する端末情報が、「ユーザー状態」に表示されます。 
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[画面 62] 

 

4. 「ユーザー状態」一覧から、対象のユーザーID のリンクを選択します。 

5. ExLook機体認証管理ツール ユーザー状態変更画面で、必要な設定を行います。 

 

[画面 63] 

 

設定 説明 

ロックアウト ユーザーが PINコード入力を試行許容回数以上間違えた場合、チェ

ックボックスが有効になります。 

※PINコードはロックアウトされた状態です。 

チェックボックスを無効にすると、端末の PINコードはロック解除

されます。 

利用出来ない端末 チェックボックスを有効にすると、当該の端末からの ExLook接続は

不可となります。 

チェックボックスを無効にすると、当該の端末からの ExLook接続が

可能となります。 

 

6. 「適用」を選択し、設定を保存します。 

7. 「閉じる」を選択すると、ユーザー管理画面に戻ります。 
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8. ResourceLook・来訪者管理設定 

ResourceLook と来訪者管理の管理設定を行います。 

ResourceLook は、会議開催時の入室処理や退室処理・端末からの会議室予約・会議予約自動

キャンセルなどの機能を利用できます。 

来訪者管理は、Outlook・Outlook on the web(OWA)上で、会議予約情報(会議アイテム）に来

客に関する様々な情報を登録できます。 

※それぞれの管理機能の詳細については、別紙「ResourceLook 管理者・受付用ガイド」「来訪

者管理_管理者ガイド」をご参照ください。 

 

1. 管理メニューから「ResourceLook」を選択すると、ResourceLook の管理画面が開きます。 

 

[画面 64] 

 

項目 説明 

契約形態 ResourceLook・来訪者管理オプションの契約形態が表示されます。 

 利用中： 

正式利用中は「利用中」アイコンが緑色で表示されます。 

 トライアル： 

トライアル中は「トライアル」アイコンが黄色で表示されます。 

ResourceLook 管理機

能 

リンクを選択すると ResourceLook の管理・受付画面に遷移します。 

連絡先 「連絡先」には、お客様からお知らせ頂いた連絡担当者が表示されま

す。 

弊社からのメンテナンス情報や障害報告を配信します。 

「連絡先変更の依頼（メール）」のリンクから、弊社サポート宛への
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メールを送信することができます。 

連絡先の変更依頼や不具合報告の際にご利用ください。 
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9. IBLook 設定 

IBLookの管理設定を行います。 

IBLookでは、自分や他人のステータス情報などを登録・確認できます。 

※管理機能の詳細については、別紙「IBLook_管理者ガイド」をご参照ください。 

 

1. 管理メニューから「IBLook」を選択すると、IBLook の管理画面が開きます。 

 

[画面 65] 

 

項目 説明 

契約形態 IBLookの契約形態が表示されます。 

 利用中： 

正式利用中は「利用中」アイコンが緑色で表示されます。 

 トライアル： 

トライアル中は「トライアル」アイコンが黄色で表示されます。 

ユーザーデータのプレ

ゼンス情報 

ユーザープレゼンス情報の取得元を選択します。 

既定では「Skype Web API」に設定されています。 

 Skype Web API： 
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プレゼンスを Skype for Businessから取得します。 

 Microsoft Graph API： 

プレゼンスをMicrosoft Teams から取得します。 

ユーザーデータの表示

画像 

ユーザーアイコン画像の取得元を選択します。 

既定では「IBLook」に設定されています。 

 API(Officeプロファイル)： 

API(Office プロファイル)から取得した画像を、ユーザーアイコ

ンとして表示します。 

取得にはユーザーデータのプレゼンス情報で選択した API を使

用します。 

※ユーザーが Skype for Business・Microsoft Teams にサイン

インしていない、または Office プロファイルに画像を登録して

いない場合、アイコンにはデフォルト画像を表示します。 

 IBLook： 

IBLook でユーザーごとに登録された画像を、ユーザーアイコン

として表示します。 

画像を登録していない場合、アイコンにはデフォルト画像を表示

します。 

フェデレーション リダ

イレクト先 

フェデレーション認証を利用する際のリダイレクト先を選択し

ます。 

「1:b2clogin」に設定してください。 

「登録」ボタンを選択すると、設定を保存します。 

Skype web API の利用 IBLookで Skype for Business を利用するにあたり、初期設定を行う

必要があります。 

初期設定が完了すると、Skype for Business のプレゼンス情報を取得

できるようになります。 

実行手順につきましては、「9.1Skype for Business初期設定」をご参

照ください。 

Graph APIの利用 IBLookでMicrosoft Teams(Graph API)を利用するにあたり、初期設

定を行う必要があります。 

初期設定が完了すると、Microsoft Teamsのプレゼンス情報を取得で

きるようになります。 

実行手順につきましては、「9.2Graph API 初期設定」をご参照くださ

い。 

Microsoft Teams の利

用 

IBLook for Microsoft Teamsを利用するにあたり、初期設定を行う必

要があります。 

初期設定が完了すると、Microsoft Entra(旧 Azure Active Directory)

にアクセス許可が登録され、組織のユーザーが IBLook for Microsoft 
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Teamsを利用できるようになります。 

※製品管理サイトから初期設定を行うまで、IBLook for Microsoft 

Teamsを利用することはできません。 

実行手順につきましては、「9.3Microsoft Teams初期設定」をご参照

ください。 

IBLook管理機能 リンクを選択すると IBLook の利用画面に遷移します。 

連絡先 「連絡先」には、お客様からお知らせ頂いた連絡担当者が表示されま

す。 

弊社からのメンテナンス情報や障害報告を配信します。 

「連絡先変更の依頼（メール）」のリンクから、弊社サポート宛への

メールを送信することができます。 

連絡先の変更依頼や不具合報告の際にご利用ください。 

 

9.1 Skype for Business 初期設定 

Skype web API の管理者初期設定を行います。 

初期設定が完了すると、Skype for Business からユーザーアイコン画像が取得できるようにな

ります。 

本設定は、Microsoft 365 のグローバル管理者アカウントで初回のみ実施する必要があります。 

 

1. 管理メニューから「IBLook」を選択すると、IBLook の管理画面が開きます。 

2. 「Skype web APIの利用」の「Admin Consent」ボタンを選択します。 

 

[画面 66] 

 

3. 新しいウィンドウが開くので、Microsoft 365 の管理者のメールアドレスとパスワードを

入力してサインインします。 
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[画面 67] 

 

4. Skype for Business を利用するためのアクセス許可が要求されるので、「承諾」ボタンを

選択します。 

 
[画面 68] 

 

5. 処理が完了すると以下のページが表示されるので、手動でウィンドウを閉じます。 

 

[画面 69] 
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9.2 Graph API 初期設定 

Graph APIの管理者初期設定を行います。 

初期設定が完了すると、Microsoft Teams(Graph API)からユーザーアイコン画像が取得できる

ようになります。 

本設定は、Microsoft 365 のグローバル管理者アカウントで初回のみ実施する必要があります。 

 

1. 管理メニューから「IBLook」を選択すると、IBLook の管理画面が開きます。 

2. 「Graph API の利用」の「Admin Consent」ボタンを選択します。 

 

[画面 70] 

 

3. 新しいウィンドウが開くので、Microsoft 365 の管理者のメールアドレスとパスワードを

入力してサインインします。 

 
[画面 71] 

 

4. Microsoft Teams(Graph API)を利用するためのアクセス許可が要求されるので、「承諾」

ボタンを選択します。 
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[画面 72] 

 

5. 処理が完了すると以下のページが表示されるので、手動でウィンドウを閉じます。 

 

[画面 73] 

 

9.3 Microsoft Teams 初期設定 

Microsoft Teams の管理者初期設定を行います。 

初期設定が完了すると、組織で IBLook for Microsoft Teamsが利用できるようになります。 

本設定は、Microsoft 365 のグローバル管理者アカウントで初回のみ実施する必要があります。 

 

1. 管理メニューから「IBLook」を選択すると、IBLook の管理画面が開きます。 

2. 「Microsoft Teamsの利用」の「Admin Consent」ボタンを選択します。 
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[画面 74] 

 

3. 新しいウィンドウが開くので、Microsoft 365 の管理者のメールアドレスとパスワードを

入力してサインインします。 

 
[画面 75] 

 

4. Microsoft Teams を利用するためのアクセス許可が要求されるので、「承諾」ボタンを選

択します。 

 

[画面 76] 

 

5. 処理が完了すると以下のページが表示されるので、手動でウィンドウを閉じます。 
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[画面 77] 

 

9.4 設定解除 

IBLookで Skype for Business / Microsoft Teamsを使用しなくなった場合、Microsoft Azure 

Portal サイトから手動でアプリケーションを削除することにより、Skype for Business / 

Microsoft Teams に関する設定を解除することができます。 

 

1. Microsoft Azureポータルサイトに接続します。 

 https://portal.azure.com 

 

2. Microsoft 365 のグローバル管理者アカウントのメールアドレスとパスワードを入力し、

「サインイン」ボタンを選択します。 

 

 [画面 78] 

 

3. Azureサービスメニューから、「Microsoft Entra ID」を選択します。 

 

[画面 79] 

https://portal.azure.com/
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4. 「エンタープライズ アプリケーション」を選択します。 

 

[画面 80] 

 

5. アプリケーション一覧の中から「IBLook」を選択します。 

 

[画面 81] 

 

6. Delete Application has moved to Properties の「View Properties」を選択します。 

 
[画面 82] 
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7. ヘッダーの「削除」を選択します。 

 

[画面 83] 

 

8. 削除確認メッセージが表示されるので、「はい」ボタンを選択します。 

 

[画面 84] 
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10. ScheduleLook Lite 設定 

ScheduleLook Liteの管理設定を行います。 

ScheduleLook Liteでは、Microsoft Teams上でチームメンバーの予定が確認できます。 

 

1. 管理メニューから「ScheduleLook Lite」を選択すると、ScheduleLook Lite の管理画面が

開きます。 

 

[画面 85] 

 

項目 説明 

契約形態 ScheduleLook Liteの契約形態が表示されます。 

 利用中： 

正式利用中は「利用中」アイコンが緑色で表示されます。 

 トライアル： 

トライアル中は「トライアル」アイコンが黄色で表示されます。 

Microsoft Teams の利

用 

ScheduleLook Lite を利用するにあたり、初期設定を行う必要があり

ます。 

初期設定が完了すると、Microsoft Teams のすべてのユーザーが

ScheduleLook Liteを利用できるようになります。 

※製品管理サイトから初期設定を行うまで、ScheduleLook Lite を利

用することはできません。 

実行手順につきましては、「10.1ScheduleLook Lite 初期設定」をご

参照ください。 

連絡先 「連絡先」には、お客様からお知らせ頂いた連絡担当者が表示されま

す。 

弊社からのメンテナンス情報や障害報告を配信します。 
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「連絡先変更の依頼（メール）」のリンクから、弊社サポート宛への

メールを送信することができます。 

連絡先の変更依頼や不具合報告の際にご利用ください。 

 

10.1 ScheduleLook Lite 初期設定 

ScheduleLook Liteの管理者初期設定を行います。 

初期設定が完了すると、Microsoft Teamsで ScheduleLook Liteが利用できるようになります。 

本設定は、Microsoft 365 のグローバル管理者アカウントで初回のみ実施する必要があります。 

 

1. 管理メニューから「ScheduleLook Lite」を選択すると、ScheduleLook Liteの管理画面が

開きます。 

2. 「Microsoft Teamsの利用」の「Admin Consent」ボタンを選択します。 

 

[画面 86] 

 

3. 新しいウィンドウが開くので、Microsoft 365 の管理者のメールアドレスとパスワードを

入力してサインインします。 

 
[画面 87] 

 

4. Microsoft Teams を利用するためのアクセス許可が要求されるので、「承諾」ボタンを選

択します。 
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[画面 88] 

 

5. 処理が完了すると以下のページが表示されるので、手動でウィンドウを閉じます。 

 

[画面 89] 
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11. 共通設定 

以下の共通設定を行います。 

 Exchange Account 

 SharePoint Account 

 Federation Setting 

 User 

 

11.1 Exchange アカウント設定 

Exchangeアカウント設定を行います。 

事前に Exchange サービス用アカウントを用意する必要があります。実行手順については、

「11.1.1Exchangeサービス用アカウントの用意」をご参照ください。 

 

11.1.1 Exchange サービス用アカウントの用意 

Exchangeサービス用アカウントを作成し、予定取得権限を付与します。 

本アカウントは、グループスケジューラーなどのシステム内部で使用します。 

組織内の閲覧可能なすべての予定表を代理取得・表示する権限を保持します。 

セキュリティ強化のため、他の Microsoft 365 管理者アカウントとは異なるアカウントを登録

することを推奨します。 

尚、本アカウントにはメールボックスが必要です。 

 

1. Microsoft 365ポータルに管理者アカウントでサインインし、Microsoft 365 管理センター

を開きます。 

 https://admin.microsoft.com/ 

 

2. 「ユーザー」メニューから「アクティブなユーザー」を開きます。 

3. 「ユーザーの追加」を選択し、Exchangeサービス用アカウントを作成します。 

※既存のアカウントを使用する場合は、本手順は不要です。 

https://admin.microsoft.com/
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[画面 90] 

 

4. Exchange管理センターに管理者アカウントでサインインします。 

 https://admin.exchange.microsoft.com/ 

 

5. 「役割」メニューの「管理者の役割」を開きます。 

6. 「役割グループを追加する」を選択します。 

 

[画面 91] 

 

7. 基本設定画面で、「名前」欄に任意の名前を入力します。（例：予定取得権限） 

8. 必要情報入力後、「次へ」ボタンを選択します。 

 

 

https://admin.exchange.microsoft.com/
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[画面 92] 

 

9. アクセス許可を追加画面で「ApplicationImpersonation」を有効にし、「次へ」ボタンを選

択します。 

 

[画面 93] 

 

10. 管理者の割り当て画面でメンバー欄を選択し、手順 3 で作成した Exchange サービス用ア

カウントを追加します。 

「次へ」ボタンを選択します。 
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[画面 94] 

 

11. 設定内容を確認し、「役割グループの追加」ボタンを選択します。 

 

[画面 95] 

 

12. 処理が実行され、一覧の中の役割グループが作成されれば操作完了です。 

 

11.1.2 新規作成 

Exchangeアカウントの新規作成を行います。 

※既にアカウントを登録済みの場合、「新規作成」メニューは表示されません。 
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1. 管理メニューから「Exchange Account」を選択すると、Exchange Account の管理画面が

開きます。 

 

[画面 96] 

 

2. 「新規作成」を選択すると、Exchange Accountの新規作成画面が開きます。 

 
[画面 97] 

 

3. 各項目を入力し、「更新」ボタンを選択します。 

「キャンセル」ボタンを選択すると、編集内容を破棄して Exchange Account 管理画面に

戻ります。 

 

[画面 98] 
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項目 説明 

Domain Name 使用するドメイン名を完全修飾ドメイン名(FQDN)で入力します。 

例：example.co.jp、example.onmicrosoft.com 

Exchange Server Type 使用する Exchangeサーバーのタイプを選択します。 

既定では「オンライン（自動）」が設定されています。 

 オンライン（自動） 

 オンプレミス（自動） 

 2017SP1 

 2010 

 2010SP1 

 2010SP2 

 2013 

 2013SP1 

 2016 

Exchange Server 

Name 

使用する Exchangeサーバー名を入力します。 

Microsoft 365の Exchange Onlineをご利用の場合は、

「outlook.office365.com」を入力します。 

オンプレミスの Exchangeサーバーをご利用の場合は、Exchangeサ

ーバー名を FQDNで入力します。 

例：exchange.example.co.jp 

Use Http 通信に HTTPを使用するか否かを選択します。 

既定では無効に設定されています。 

Email Address Exchangeサービス用アカウントのユーザーID を入力します。 

 例：exchangeserviceaccount@example.co.jp 

Password Exchangeサービス用アカウントのパスワードを入力します。 

 

11.1.3 編集 

Exchangeアカウントの編集を行います。 

 

1. 管理メニューから「Exchange Account」を選択すると、Exchange Account の管理画面が

開きます。 

2. アカウントの「編集」を選択すると、該当アカウントの編集画面が開きます。 
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[画面 99] 

 

3. 各項目を入力し、「更新」ボタンを選択します。 

 

[画面 100] 

 

※設定項目は「11.1.2 新規作成」をご参照ください。 

 

11.1.4 削除 

Exchangeアカウントの削除を行います。 

 

1. 管理メニューから「Exchange Account」を選択すると、Exchange Account の管理画面が

開きます。 

2. アカウントの「削除」を選択すると、該当アカウントの削除確認画面が開きます。 

 

[画面 101] 

 

3. 「削除」ボタンを選択すると、アカウント設定が削除されます。 
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[画面 102] 
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11.2 SharePoint アカウント設定 

SharePointアカウント設定を行います。 

※事前に SharePoint 管理者アカウントと SharePoint 個人用サイトを用意する必要があります。 

 

11.2.1 新規作成 

SharePointアカウントの新規作成を行います。 

※既にアカウントを登録済みの場合、「新規作成」メニューは表示されません。 

 

1. 管理メニューから「SharePoint Account」を選択すると、SharePoint Account の管理画

面が開きます。 

 

[画面 103] 

 

2. 「新規作成」を選択すると、SharePoint Accountの新規作成画面が開きます。 

 

[画面 104] 

 

3. 各項目を入力し、「更新」ボタンを選択します。 

「キャンセル」ボタンを選択すると、編集内容を破棄して SharePoint Account管理画面

に戻ります。 
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[画面 105] 

 

項目 説明 

Domain Name 使用するドメイン名を入力します。 

SharePoint Server 

Type 

使用する SharePointサーバーのタイプを選択します。 

既定では「オンライン使用」が設定されています。 

 オンライン使用 

 オンプレ使用 

SharePoint Server 

Name 

使用する SharePointサーバー名を入力します。 

オンラインの場合、個人用サイトの URLを入力します。 

例：ABC-my.sharepoint.com 

Use Http 通信に HTTPを使用するか否かを選択します。 

既定では無効に設定されています。 

Email Address SharePoint管理者アカウントのユーザーID を入力します。 

 例：exchangeserviceaccount@example.co.jp 

Password SharePoint管理者アカウントのパスワードを入力します。 

 

11.2.2 編集 

SharePointアカウントの編集を行います。 

 

1. 管理メニューから「SharePoint Account」を選択すると、SharePoint Account の管理画

面が開きます。 

2. アカウントの「編集」を選択すると、該当アカウントの編集画面が開きます。 
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[画面 106] 

 

3. 各項目を入力し、「更新」ボタンを選択します。 

 

[画面 107] 

 

※設定項目は「11.2.1新規作成」をご参照ください。 

 

11.2.3 削除 

SharePointアカウントの削除を行います。 

 

1. 管理メニューから「SharePoint Account」を選択すると、SharePoint Account の管理画

面が開きます。 

2. アカウントの「削除」を選択すると、該当アカウントの削除確認画面が開きます。 

 

[画面 108] 
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3. 「削除」ボタンを選択すると、アカウント設定が削除されます。 

 

[画面 109] 
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11.3 フェデレーション設定 

フェデレーション認証を使用してサインインを行う場合、フェデレーション設定を行います。 

※事前にフェデレーション認証設定を実施する必要があります。実行手順については、別紙

「Look サービス フェデレーション設定ガイド」の 1～3章をご参照ください。 

 

11.3.1 新規作成 

フェデレーション認証を利用するドメインを登録します。 

 

1. 管理メニューから「Federation Setting」を選択すると、Federation Setting 管理画面が開

きます。 

 

[画面 110] 

 

2. 「新規作成」を選択すると、Federation Settingの新規作成画面が開きます。 

 

[画面 111] 
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3. 各項目を入力し、「更新」ボタンを選択します。 

「キャンセル」ボタンを選択すると、編集内容を破棄して Federation Setting管理画面に

戻ります。 

  

[画面 112] 

 

項目 説明 

Domain Name 使用するドメイン名を完全修飾ドメイン名(FQDN)で入力します。 

例：example.co.jp、example.onmicrosoft.com 

ADFSサーバー

(FQDN) 

ADFS認証を使用する場合、ADFSホストアドレスを入力します。 

Required Claim Type 要求の種類を入力します。 

「upn」固定です。 

Net BIOS Domain 「Domain Name」に入力したドメイン名から、1つ目のピリオドよ

り前の値を入力します。 

 例：「Domain Name」が example.co.jp の場合、example 

Federation Type 使用する認証サーバーのタイプを選択します。 

既定では「利用しない」が設定されています。 

 利用しない 

 ADFS認証 

 SAML 認証 

Login Url SAML 認証を使用するための旧設定項目です。 
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Azureポータルや HENNGE Oneへサインインするためのエンドポイ

ントを入力します。 

Issuer SAML 認証を利用する際に設定する旧設定項目です。 

ご利用環境に合わせて URL を入力します。 

 ご利用の AddressLook サーバーが www.addresslook.net 環境の

場合： 

https://www.addresslook.net/SAML 

 ご利用の AddressLook サーバーが hab.addresslook.net 環境の

場合： 

https://hab.addresslook.net/SAML 

IsCertificate SAML 認証を利用する際に設定する旧設定項目です。 

トークン署名を設定する場合、有効に設定します。 

既定では「無効」に設定されています。 

Certificate SAML 認証を利用する際に設定する旧設定項目です。 

受信したトークンで利用されている署名の Base64 でエンコードされ

た文字列を入力します。 

Attribute SAML 認証を利用する際に設定する旧設定項目です。 

受信したトークンから取得する UPNの属性名を入力します。 

IsEnableB2C ADFS認証または SAML認証を利用する場合に有効にします。 

既定では「有効」に設定されています。 

 

11.3.2 編集 

フェデレーション認証を利用するドメインを編集します。 

 

1. 管理メニューから「Federation Setting」を選択すると、Federation Setting 管理画面が開

きます。 

2. ドメインの「編集」を選択すると、該当ドメインの編集画面が開きます。 

 

[画面 113] 

 

3. 各項目を入力し、「更新」ボタンを選択します。 

http://www.addresslook.net/
https://www.addresslook.net/SAML
http://www.addresslook.net/
https://hab.addresslook.net/SAML
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[画面 114] 

 

※設定項目は「11.3.1新規作成」をご参照ください。 

 

11.3.3 削除 

1. 管理メニューから「Federation Setting」を選択すると、Federation Setting 管理画面が開

きます。 

2. ドメインの「削除」を選択すると、該当ドメインの削除確認画面が開きます。 

 

[画面 115] 

 

3. 「削除」ボタンを選択すると、ドメイン設定が削除されます。 
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[画面 116] 
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11.4 ユーザーアカウント設定 

Look製品を利用するユーザーアカウント設定を行います。 

※サインイン中の管理者アカウントは、自アカウントに対し、編集・削除ができません。 

編集・削除したいアカウントとは別の管理者アカウントでサインインし、設定を行ってくだ

さい。 

※管理者アカウント(サインインアカウント)には、削除メニューが表示されません。 

※CSV形式ファイルから、アカウント情報のインポートが可能です。 

管理者アカウント(サインインアカウント)の情報が CSVファイルに含まれる場合、 

当該の管理者アカウントは対象外となります。 

※アカウント一覧は、CSVファイルに出力可能です。 

  CSVエクスポート項目： 

Operator、UserId、Password、IsAdmin、AuthenticationType、ExpirationDate、

Enabled 

 

11.4.1 新規作成 

ユーザーの新規作成を行います。 

 

1. 管理メニューから「User」を選択すると、User管理画面が開きます。 

 

[画面 117] 

 

2. 「新規作成」を選択すると、Userの新規作成画面が開きます。 
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 [画面 118] 

 

3. 各項目を入力し、「更新」ボタンを選択します。 

「キャンセル」ボタンを選択すると、編集内容を破棄して User管理画面に戻ります。 

 

[画面 119] 

 

項目 説明 

User Id 登録するユーザーのアカウント名を入力します。 

Password アカウントのパスワードを入力します。 

Is Admin 管理者権限を付与する場合、有効にします。 

既定では「有効」に設定されています。 

Authentication Type  使用する認証方式を選択します。 

 FORM 認証 

 フェデレーション認証 

 Windows 認証 

Expiration Date アカウントの有効期限を設定します。 
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Enabled アカウントを利用可能にする場合、有効に設定します。 

既定では「有効」に設定されています。 

無効にされたアカウントは、Look製品が利用できなくなります。 

Office 365 User 

※任意 

アカウントに紐づけるMicrosoft 365(Office 365)アカウントを入力し

ます。 

Office 365 Password 

※任意 

Microsoft 365(Office 365)アカウントのパスワードを入力します。 

 

11.4.2 編集 

ユーザーの編集を行います。 

 

1. 管理メニューから「User」を選択すると、User管理画面が開きます。 

2. ユーザーの「編集」を選択すると、該当ユーザーの編集画面が開きます。 

 

[画面 120] 

 

3. 各項目を入力し、「更新」ボタンを選択します。 

※管理者は、自身のアカウントの管理者権限(Is Admin)を変更することはできません。 
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[画面 121] 

 

※設定項目は「11.4.1新規作成」をご参照ください。 

 

11.4.3 削除 

ユーザーの削除を行います。 

 

1. 管理メニューから「User」を選択すると、User管理画面が開きます。 

2. ユーザーの「削除」を選択すると、該当ユーザーの削除確認画面が開きます。 

※管理者は、自分のアカウントを削除することはできません。 

 

 [画面 122] 

 

3. 「削除」ボタンを選択すると、ユーザーが削除されます。 
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[画面 123] 
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12. 連携機能の設定 

本章では、各アプリケーションに連携する機能の設定方法について説明します。 

 

12.1 フェデレーション認証設定 

ユーザーアカウントのサインインにフェデレーション認証をご利用頂く場合、ADFS サーバ

ー・Azureポータル・HENNGE One管理者サイトのいずれかに接続し、設定を行う必要があり

ます。 

※設定方法については、別紙「Look サービス フェデレーション設定ガイド」をご参照くださ

い。 

設定後弊社サーバー側の設定が必要となりますので、インターネットからアクセス可能なフェ

デレーション メタデータの URL、またはファイル「FederationMetadata.xml」を Onlineサー

ビス事務局<online-info@bbsystem.co.jp>までご提供ください。 

 

12.2 組織階層情報メンテナンスツール導入 

ユーザーアカウントのサインインにフォーム認証をご利用頂く場合、「組織階層情報メンテナン

スツール」を併用可能です。 

組織管理者の端末にツールをインストールします。 

設定方法については、別紙「組織階層情報メンテナンスツールガイド」の「3.導入」をご参照

ください。 

※階層型アドレス帳サービスを利用しない場合、ツールのインストールは不要です。 

 

12.2.1 利用可能ユーザーの登録 

組織階層情報メンテナンスツールより、各サービスにサインイン可能なユーザーアカウントを

登録します。 

ユーザーの利用制限は、全サービス共通です。製品ごとに設定を切り替えることはできません。 

詳細は、別紙「組織階層情報メンテナンスツールガイド」の「4.8 ユーザーメンテナンス」を

ご参照ください。 

階層型アドレス帳サービスを利用しない場合は、「11.4 ユーザーアカウント設定」をご参照く

ださい。 

 

12.3 階層型アドレス帳情報の登録 

組織階層情報メンテナンスツールより、階層型アドレス帳に表示する組織階層情報を登録しま
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す。 

詳細は、別紙「組織階層情報メンテナンスツールガイド」の「4.1 部署に関する機能」および

「4.2アドレスに関する機能」をご参照ください。 

 

[画面 124] 

 

12.4 複数アドレス帳の登録(AddressLook) 

AddressLook をご契約済みの場合、複数アドレス帳のご利用が可能です。 

アドレス帳ごとに表示項目の設定・カスタマイズ属性の設定・利用者制限が可能です。 

詳細は、別紙「組織階層情報メンテナンスツールガイド」の「4.5 複数アドレス帳に関する機

能」をご参照ください。 

 

[画面 125] 

 

 

以上 

 


